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東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
「
中
小
企

業
組
合
危
機
管
理
対
応
等
実
態

調
査
報
告
書
」
を
ま
と
め
発
表

し
ま
し
た
。 

 

同
報
告
書
は
各
組
合
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
な

ど
危
機
管
理
に
対
す
る
取
り
組

み
状
況
を
把
握
し
今
後
の
効
果

的
な
支
援
を
す
る
た
め
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

                    

 

こ
れ
に
よ
る
と
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
組
合
に
対
し
て

与
え
た
影
響
に
つ
い
て
」
で
は
、

「
会
議(

総
会
・
理
事
会
含
む)

の
中
止
・
延
期
」
が
六
四
・
八
％ 

で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
式
典
・

イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
・
延
期
」

が
五
一
・
七
％
、「
共
同
事
業
売

り
上
げ
の
減
少
」
が
四
七
・
一
％
、

「
講
習
会
等
の
中
止
・
延
期
」

が
四
四
・
八
％
、「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

の
導
入
」
が
二
六
・
六
％
、「
共

同
事
業
の
停
滞
」
が
二
〇
・
〇
％

と
続
い
て
い
る
。 

 

「
組
合
が
危
機
管
理
の
対
象

と
し
て
想
定
し
て
い
る
緊
急
事

態
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
地
震
」

が
八
一
・
二
％
、
次
い
で
「
感

染
症
」
が
六
〇
・
一
％
、「
風
水

害(

台
風
等)

」
が
五
六
・
四
％
、

「
火
災
」
が
四
五
・
八
％
，「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
障
害
」
が
三
六
・

五
％
、
「
大
規
模
停
電
」
が
三

〇
・
一
％
、「
情
報
漏
洩
」
が
二

七
・
三
％
と
続
い
て
い
る
。 

 

「
組
合
が
危
機
管
理
対
策
を

実
施
す
る
う
え
で
の
課
題
に
つ

い
て
」
で
は
、「
人
的
な
余
裕
が

な
い
」
が
六
三
・
一
％
、
次
い

で
「
資
金
的
な
余
裕
が
な
い
」

が
三
九
・
五
％
、「
ノ
ウ
ハ
ウ
や

情
報
が
な
い
」
が
三
五
・
七
％ 

「
時
間
的
な
余
裕
が
な
い
」
が

三
三
・
二
％
、「
組
合
運
営
に
お

け
る
優
先
順
位
が
低
い
」
が
二

六
・
〇
％
だ
っ
た
。 

 

「
組
合
が
危
機
管
理
対
策
を

推
進
す
る
う
え
で
必
要
な
支
援

に
つ
い
て
」
で
は
、
「
物
資(

食

糧
・
水
・
毛
布
・
電
池
等)

の
備

蓄
に
関
す
る
支
援
」
が
三
六
・

二
％
、
次
い
で
「
専
門
家
の
紹

介
・
派
遣
」
が
二
三
・
八
％
、

「
災
害
対
策
に
お
け
る
官
民
連

携
の
推
進
」
が
二
三
・
六
％
、

「
組
合
が
講
習
会
等
を
開
催
す

る
際
の
助
成
」
が
二
三
・
四
％
、

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ(

事
業
継
続
計
画)

の

策
定
支
援
」
が
二
二
・
七
％
、

「
防
災
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

支
援
」
が
二
〇
・
四
％
と
続
い

て
い
る
。 

 

「
組
合
が
危
機
管
理
の
一
環

と
し
て
自
治
体
や
他
の
組
合
・

団

体

等

と

締

結

し

て

い

る

連

携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
に
つ

い
て
」
で
は
、「
国
・
自
治
体
と

締
結
し
て
い
る
」
が
八
・
九
％
、

「
他
の
組
合
、
団
体
等
と
締
結

し
て
い
る
」
が
八
・
六
％
、「
検

討

中

ま

た

は

準

備

中

」

が

一

〇
・
五
％
で
あ
っ
た
。 

 

「
組
合
が
危
機
管
理
対
策
の
一

環

と

し

て

締

結

し

て

い

る

連

携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
の
相

手
先
及
び
内
容
に
つ
い
て
」
で

は
、「
自
治
体
」
が
五
八
・
五
％
、

次
い
で
「
組
合
」
が
三
一
・
三
％
、

「
団
体
」
が
二
三
・
一
％
、「
企

業
」
が
八
・
二
％
で
あ
っ
た
。 

 

「
組
合
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
状
況

に
つ
い
て
」
で
は
、「
策
定
し
て

い
な
い
」
が
七
六
・
六
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
今
後
策
定

す
る
予
定
」
が
一
三
・
三
％
、

「
す
で
に
策
定
し
て
い
る
」
が

五
・
八
％
、「
現
在
策
定
中
」
が

四
・
三
％
と
続
い
て
い
る
。 

 

「
組
合
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
や

運
用
を
す
る
上
で
必
要
な
支
援

に
つ
い
て
」
で
は
、「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
提
供
」
が

五
四
・
〇
％
、
次
い
で
「
他
の

組
合
が
策
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
モ

デ
ル
事
例
の
紹
介
」
が
五
二
・

七
％
、
「B

C
P

策
定
や
運
用
に

対
す
る
助
成
制
度
や
補
助
金
制

度
」
が
三
八
・
四
％
と
続
い
て

い
る
。 

 

今
回
の
調
査
で
は
、
組
合
で

は
危
機
管
理
に
対
す
る
意
識
が

ま
だ
ま
だ
低
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
、

組
合
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

急
務
で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら

れ
た
。 
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全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会(
田
中
祐
会
長)

は
、

こ
の
ほ
ど
大
阪
協
組
の
㈱
丸
紀

印
刷
金
光
雅
志
氏
が
著
作
し
た

「
新
人
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
必
見
！ 

最
新
版
『
シ
ー
ル
印
刷
の
基
礎

知
識
と
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
Ａ

４
版
八
十
四
ペ
ー
ジ
」
を
、
金

光
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
組
合

員
・
会
友
の
連
合
会
の
会
員
に

対
し
、
一
冊
ず
つ
無
償
で
配
布

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

同
書
は
、
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル

印
刷
で
必
要
な
印
刷
の
基
礎
技

術
か
ら
日
常
業
務
手
順
な
ど
を

ま
と
め
て
紹
介
し
た
業
界
初
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
本
で
、
二
月
一
日

よ
り
日
報
ク
リ
エ
イ
ト
か
ら
出

版
さ
れ
ま
し
た
。 

 

印
刷
業
界
で
は
、
オ
フ
セ
ッ 

 

 

 

    ト
印
刷
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
は
こ

れ
ま
で
は
多
く
出
版
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
特
殊
印
刷
に
分
類
さ

れ
る
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
印
刷
で

は
、
こ
う
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
本

の
出
版
は
初
め
て
で
す
。 

同

書

で

は

新

人

を

は

じ

め

と
し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
知
る 

べ
き
、
印
刷
の
基
本
事
項
や
概

念
に
始
ま
り
、
印
刷
技
術
か
ら

後
加
工
技
術
ま
で
、
業
務
進
行

を
丁
寧
に
紹
介
し
て
お
り
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
は
大
い

に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。 

目
次
は 

 

ま

え

が

き 

０

１ 

シ

ー

ル

印

刷

の

印

刷

機

と

印

刷

方

式 

０

２ 

シ

ー

ル

印

刷

以

外

の

印

刷

方

式 

０

３ 

シ

ー

ル

原

紙 

０

４ 

イ

ン

キ 

０

５ 

色 

０

６ 

版

や

抜

き

型 

０

７ 

新

版

商

品

の

受

注

か

ら

仕

様

決

定

お

よ

び

作

業

指

示

書

の

作

成 

０

８ 

印

刷

の

手

順 

０

９ 

印

圧 

１

０ 

抜

き

及

び

表

面

加

工 

１

１ 

後

工

程 

１

２ 
Q

&
A

 

 

お

わ

り

に 

  

 
  

 

          

 

 

 

一
月
八
日
に
厚
労
省
に
て

外
国
人
技
能
実
習
制
度
で
の

認
定
職
種
追
加
の
省
令
改
定

が
行
わ
れ
、
環
境
・
リ
サ
イ
ク

ル
部
門
で
は
業
界
初
と
な
る

「
Ｒ
Ｐ
Ｆ
製
造
」
職
種
が
追
加

認
定
と
な
り
ま
し
た
。 

同
時
に
日
本
Ｒ
Ｐ
Ｆ
工
業

会(

長
田
和
志
会
長)

が
、
「
技

能
実
習
評
価
試
験
実
施
機
関
」

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
Ｒ
Ｐ
Ｆ
工
業
会
は
、
一

昨
年
よ
り
Ｒ
Ｐ
Ｆ
製
造
職
種
を

外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
追
加

す
る
申
請
作
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
長
田
会
長
は
「
今
回

の
職
種
の
追
加
決
定
は
、『
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
』『
都
市
浮
遊
ご

み
』
等
で
大
き
な
環
境
問
題
を

抱
え
て
い
る
ア
ジ
ア
の
開
発
途

上
国
か
ら
の
使
用
済
み
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
処
理
方
法
お
よ
び
高

品
位
の
固
形
燃
料
製
造
技
術
と

し
て
の
Ｒ
Ｐ
Ｆ
製
造
技
術
の
関

心
、
技
術
移
転
要
望
に
応
え
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
、
単
な
る

環
境
機
械
、
設
備
の
応
援
の
み

な
ら
ず
、
技
能
実
習
を
通
じ
て

広
く
技
術
移
転
が
実
現
さ
れ
、

将
来
的
な
海
外
の
人
材
育
成
、

社
会
貢
献
に
資
す
る
こ
と
が
で

き

る

こ

と

は

大

き

な

喜

び

で

す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。 

           

 

                     

 

「
シ
ー
ル
印
刷
の
基
礎
知
識
と
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
」 

 
 

 

連
合
会
か
ら
組
合
員
に
無
償
配
布 

外国人技能実習制度に  

「ＲＰＦ製造」職種が追加認定 

工業会が技能実習実施機関に  

認定書を受ける長田会長 (左 ) 



組

合

の

十

二

月

度

理

事

会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
っ
て
、
十
二
月
八
日

(

火)

午
後
六
時
半
よ
り
、
理
事

会
と
し
て
は
初
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り

ま
し
た
。 

 

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
に
参
加
す
る
の
が
初
め

て
の
理
事
も
い
ま
し
た
が
、
な

ん
と
か
時
間
通
り
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
、
各
議
案
を
慎
重

審
議
し
ま
し
た
。 

ま

ず

初

め

に

北

島

理

事

長

よ
り
連
合
会
に
て
、
大
阪
の
金

光
氏(

丸
紀
印
刷)

が
シ
ー
ル
印 

 

  

 

    

 

       

 

刷
技
術
の
本
を
ま
と
め
た
の
で
、

そ
れ
を
連
合
会
で
ど
う
取
り
扱

う
か
現
在
検
討
中
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

続

い

て

三

月

二

十

日

に

開

催
予
定
の
ミ
ニ
機
材
展
に
関
し

て
は
、 

・
出
展
社
数
と
会
場
費
の
最
低

ラ
イ
ン
の
確
認 

・
会
場
の
小
間
割
り
に
関
し
て 

・
他
の
展
示
会
の
様
子
を
参
考

に
す
る 

・
シ
ー
ル
業
界
の
紹
介
も
出
来

る
よ
う
、
シ
ー
ル
の
展
示
な
ど 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会
の
併
催 

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

 
 

                

ま
た
、
本
間
専
務
理
事
よ
り 

三
協
組
合
同
と
謳
っ
て
い
る
以

上
、
三
協
組
で
し
っ
か
り
話
し

合
う
事
が
重
要
で
、
北
島
理
事

長
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
と
注
文
が
付
け

ら
れ
ま
し
た
。 

 

国
や
都
の
助
成
金
な
ど
の
支

援
状
況
に
関
し
て
本
間
専
務
理

事
よ
り
、
中
央
会
担
当
者
を
招

い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
勉
強
会

を
開
催
す
る
こ
と
や
、
五
〇
％

を
割
ら
な
く
て
も
得
ら
れ
る
助

成
金
も
あ
り
、
低
金
利
ロ
ー
ン

へ
の
借
り
換
え
等
々
、
組
合
と

し
て
迅
速
に
組
合
員
に
情
報
の

提
供
を
し
て
い
く
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。 

 

こ
の
他
に
清
宮
参
与
か
ら
、

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
話
が

あ
り
、
今
後
無
関
心
で
は
い
ら

れ
な
く
な
っ
て
く
る
話
な
の
で
、

ラ
ベ
ル
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
説
明

し
て
い
き
た
い
と
報
告
が
あ
り

了
承
さ
れ
た
。 

 

そ
の
他
と
し
て
、・
前
田
印
刷

所
の
新
工
場
完
成
の
お
祝
い
に

記
念
品
と
し
て
時
計
が
贈
ら
れ

た
こ
と
、
廃
業
し
た
志
機
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
、・
村
田
金

箔
に
い
た
広
野
さ
ん
が
日
本
ウ

エ
ス
ト
へ
移
っ
た
件
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、
午
後
七
時
半
す

ぎ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
初
の
理
事

会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

  

第
四
回
組
合
ま
つ
り 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
中 

  

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会
主
催
の
第
四
会
「
組
合
ま
つ

り
ｉ
ｎ 

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
」
は
、
先

月
二
十
六
日
か
ら
今
月
二
十
五

日
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
し

て
い
ま
す
。 

 

組
合
祭
り
は
毎
年
有
楽
町
の

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
バ
ー
チ
ャ
ル

展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
は
「
」
バ
ー
チ
ャ
ル
と

リ
ア
ル
の
融
合
展
」
と
銘
打
っ

て
、
先
月
二
十
六
日
か
ら
今
月

の
二
十
五
日
ま
で
の
一
か
月
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
ヴ
ァ
ー
チ

ャ
ル
空
間
上
に
各
出
展
組
合/

団
体
の
個
社
ペ
ー
ジ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
個
社
ペ
ー
ジ
へ
は

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
か
ら
も
ヴ
ァ

ー
チ
ャ
ル
空
間
を
回
遊
中
に
も

訪
問
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

 
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

は

左

記

へ 

h
ttp

s
://k

u
m

ia
i-m

a
ts

u
r
i.jp
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初のオンライン理事会を開催 

ミニ機材展やコロナ対応について 

 

https://kumiai-matsuri.jp/
https://kumiai-matsuri.jp/


  

  

 

前

回

大

阪

の

山

田

英

朔

氏

と
松
口
豊
氏
に
つ
い
て
書
き
ま

し
た
が
、
大
阪
で
は
こ
の
他
に

も
多
く
の
方
と
の
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。 

中

で

も

忘

れ

ら

れ

な

い

方

は
、
当
時
日
新
シ
ー
ル
社
長
だ

っ
た
西
村
純
一
氏
で
し
た
。
初

め
て
お
会
い
し
て
か
ら
可
愛
が

っ
て
頂
き
、
取
材
に
行
く
た
び

に
夜
は
飲
み
に
連
れ
て
行
っ
て

下
さ
り
、
二
次
会
は
決
ま
っ
て

カ
ラ
オ
ケ
で
し
た
。 

 

西
村
さ
ん
は
本
当
に
カ
ラ
オ

ケ
好
き
で
。
あ
の
普
段
の
だ
み

声(

失
礼)

か
ら
は
想
像
で
き
な

い
ほ
ど
上
手
で
、
レ
パ
ー
ト
リ

ー
も
広
か
っ
た
の
を
記
憶
し
て

い
ま
す
。 

 

あ
る
時
「
本
間
ち
ゃ
ん
、
た

ま
に
は
家
で
飲
も
う
よ
」
と
言

っ
て
自
宅
に
招
待
さ
れ
、
奥
さ

ん
や
娘
さ
ん
、
息
子
さ
ん
に
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も

会
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た

が
、
私
が
栗
原
延
行
さ
ん
と
親

し
い
こ
と
を
知
っ
て
、
あ
る
日

「
今
度
東
京
に
行
っ
た
と
き
に 

の
よ
う
な
ひ
と
て 

    

栗
原
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
れ
へ

ん
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
一
ケ
月

後
に
銀
座
の
カ
ニ
料
理
店
で
二

人
を
引
き
合
わ
せ
ま
し
た
。 

 

後
で
考
え
る
と
こ
の
時
に
す

で
に
西
村
さ
ん
は
栗
原
印
刷
と

の
合
併
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
、

平
成
四
年
に
両
社
が
合
併
し
て

「
シ
ー
レ
ッ
ク
ス
」
と
な
っ
た

こ
と
は
業
界
の
大
き
な
ニ
ュ
ー

ス
と
な
り
ま
し
た
。 

こ

れ

以

外

に

も

当

時

の

沢

井
印
刷
社
長
の
沢
井
清
氏
も
私

を
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
一
人
で

し
た
。
本
当
に
温
厚
な
好
々
爺

の
よ
う
な
人
で
し
た
が
、
大
阪

の
理
事
長
や
連
合
会
の
会
長
も

務
め
、
言
う
べ
き
事
は
し
っ
か

り
言
う
筋
の
通
っ
た
方
で
し
た
。 

や

は

り

あ

る

日

沢

井

さ

ん

の
自
宅
に
招
待
さ
れ
、
ご
馳
走

に
な
り
ま
し
た
が
、
和
風
建
築

の
立
派
な
家
で
し
た
が
、
そ
の

と
な
り
に
ご
子
息
の
沢
井
浩
一

氏
の
洋
風
の
家
が
あ
り
、
そ
の

間
を
渡
り
廊
下
で
行
き
来
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
も
合
う
た
び
に
昔 

     話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
り
、
沢

井
印
刷
が
昔
は
足
袋
の
製
造
を

し
て
い
た
こ
と
や
、
当
時
の
大

阪
の
シ
ー
ル
業
界
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
教
え
て
頂
き
ま
し
た
が 

沢
井
印
刷
は
そ
の
後
無
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。
先
代
の
沢
井
兼
次

郎
氏
も
連
合
会
の
会
長
を
務
め

て
お
り
、
親
子
で
会
長
を
務
め

た
の
は
沢
井
さ
ん
だ
け
で
し
た
。 

 

か
つ
て
前
田
印
刷
社
長
の
前

田
幸
雄
氏
か
ら
「
大
阪
の
船
場

に
は
三
代
続
い
た
店
が
な
い
、

親
苦
労
、
子
楽
、
孫
仕
舞
い
」

と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
西
村
さ
ん
つ
な
が
り

で
当
時
の
不
二
紙
工
大
阪
支
店

長
の
小
林
孝
彦
氏
、
志
機
製
作

所
営
業
部
長
の
一
木
氏
と
は
、

カ
ラ
オ
ケ
仲
間
と
な
り
、
特
に

一
木
さ
ん
は
抜
群
に
上
手
で
、

私
も
教
え
て
い
た
だ
き
、
後
に

一
木
門
下
生
と
称
し
て
い
ま
し

た
が
、
西
村
さ
ん
も
一
木
さ
ん

か
ら
指
導
さ
れ
た
と
後
で
聞
き
、

「
本
間
ち
ゃ
ん
と
は
兄
弟
弟
子

だ
ね
」
と
言
っ
て
笑
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
一
木
さ
ん
は
と
に
か
く

面
倒
見
の
良
い
人
で
、
大
阪
だ

け
で
な
く
、
北
海
道
か
ら
九
州

ま
で
幅
広
く
シ
ー
ル
業
者
と
付

き
合
い
が
あ
り
、
特
に
若
手
か

ら
は
人
望
が
あ
り
、
私
も
当
時

は
血
気
盛
ん
だ
っ
た
の
で
、
理

不
尽
な
こ
と
に
は
黙
っ
て
い
ら

れ
な
い
性
格
で
、
相
手
に
食
っ

て
掛
か
る
こ
と
も
度
々
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
た
び
に
一
木
さ

ん
が
「
本
間
ち
ゃ
ん
、
こ
こ
は

辛
抱
や
で
」
と
諭
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し

た
。 長

い

間

に

は

こ

ん

な

笑

い

話
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
今
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
綛
谷
印
刷
所
社
長

の
綛
谷
胤
緒
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
際
、
私
が
質
問
を
す
る

と
、「
あ
ん
さ
ん
は
、
ど
な
い
思

い
ま
す
ね
ん
」
と
逆
に
聞
か
れ
、

仕
方
な
い
の
で
「
私
は
こ
う
思

い
ま
す
が
」
と
答
え
る
と
社
長

は
「
わ
て
も
そ
う
だ
す
」
と
答

え
る
の
み
で
す
。
そ
の
後
、
ど

ん
な
質
問
を
し
て
も
こ
の
繰
り

返
し
で
し
た
。 

 

 
十
八
年
間
編
集
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、
後
で
記
事
に
す

る
際
に
困
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。(

続
く)

 

 
 

 
 

 
 

 
 

                             

  

 

 

振
り
返
れ
ば
五
十
年 

私
の
ラ
ベ
ル
業
界
半
世
記 

専
務
理
事 

 

本 

間 

敏 

道
（
７
） 



■
帯
状
疱
疹
と
は 

帯
状
疱
疹
と
は
、
帯
状
疱
疹

ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
し
て
発
症

す
る
病
気
で
す
。
初
期
段
階
に

は
皮
膚
が
ぴ
り
ぴ
り
す
る
よ
う

な
痛
み
を
感
じ
、
時
間
経
過
と

と
も
に
赤
み
や
水
疱
形
成
な
ど

の
皮
膚
症
状
が
現
れ
ま
す
。
皮 

               疹
が
広
い
範
囲
に
広
が
っ
た
り
、

ハ
ン
ト
症
候
群
と
い
う
病
気
を

伴
っ
た
り
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。 

水

痘

帯

状

疱

疹

ウ

イ

ル

ス

は
、
初
め
て
感
染
し
た
と
き
に

水
疱
瘡
と
し
て
発
症
し
ま
す
が
、

そ
の
後
は
体
内
に
隠
れ
住
ん
で

い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
、

免
疫
機
能
の
低
下
な
ど
に
伴
い
、

体
内
に
潜
ん
で
い
た
ウ
イ
ル
ス

が
再
活
性
化
す
る
と
、
帯
状
疱

疹
を
発
症
し
ま
す
。 

こ

の

ウ

イ

ル

ス

の

再

活

性

化
を
予
防
し
た
り
、
発
症
に
至

っ
て
も
軽
症
で
済
ま
せ
た
り
す

る
た
め
に
は
、
予
防
接
種
が
有

効
で
す
。
帯
状
疱
疹
の
好
発
年

齢
で
あ
る
五
〇
歳
以
上
の
方
を

対
象
と
し
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
り
水
痘
帯
状
疱
疹
ウ

イ
ル
ス
へ
の
免
疫
力
を
高
め
、

病
気
の
発
症
や
後
遺
症
（
帯
状

疱
疹
後
神
経
痛
）
を
予
防
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 ■
帯
状
疱
疹
の
症
状 

 

帯
状
疱
疹
は
、
再
活
性
化
を

示
す
ウ
イ
ル
ス
の
神
経
領
域
に

一
致
し
て
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

初
期
症
状
は
ぴ
り
ぴ
り
と
し
た

皮
膚
の
痛
み
で
あ
る
こ
と
が
多

く
、
必
ず
し
も
見
た
目
の
皮
膚

変
化
は
伴
い
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
時
間
が
経
つ
に
つ

れ
て
徐
々
に
赤
み
や
水
疱
形
成

を
伴
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
発

症
後
一
週
間
ほ
ど
は
皮
膚
症
状

が
悪
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
二

〜
三
週
間
ほ
ど
で
治
癒
に
向
か

い
ま
す
。
病
気
に
よ
る
変
化
が

起
こ
り
や
す
い
部
位
は
、
肋
間

神
経
に
一
致
し
た
胸
部
で
あ
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
以

外
に
も
顔
面
を
含
め
て
全
身
ど

こ
に
で
も
現
れ
ま
す
。 

顔

面

神

経

に

関

連

し

て

水

痘
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
が
悪
さ

を
す
る
と
、
ハ
ン
ト
症
候
群
と

呼
ば
れ
る
病
気
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ン
ト
症

候
群
で
は
、
目
を
う
ま
く
閉
じ

ら
れ
な
い
、
口
を
う
ま
く
閉
じ

ら
れ
ず
食
べ
物
が
口
か
ら
こ
ぼ

れ
る
、
難
聴
、
め
ま
い
、
味
覚

の
低
下
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ

ま
す
。
そ
の
他
、
便
秘
、
麻
痺
、

膀
胱
直
腸
障
害
な
ど
が
現
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

 

■
帯
状
疱
疹
の
治
療
方
法 

帯
状
疱
疹
の
治
療
方
法
は
、

皮
膚
所
見
の
重
症
度
や
部
位
に

応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
中
心

的
な
治
療
方
法
は
、
原
因
と
な

る
水
痘
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
に

特
化
し
た
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
を
用

い
た
治
療
で
す
。
使
用
さ
れ
る

薬
剤
は
ア
シ
ク
ロ
ビ
ル
や
バ
ラ

シ
ク
ロ
ビ
ル
な
ど
で
、
内
服
薬

や
点
滴
薬
な
ど
の
形
態
が
あ
り

ま
す
。 

ま
た
、
帯
状
疱
疹
は
強
い
痛

み
を
伴
い
、
一
般
的
な
鎮
痛
剤

で
は
対
処
で
き
な
い
こ
と
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
は
、

麻
薬
、
抗
け
い
れ
ん
薬
の
一
部

で
あ
る
ガ
バ
ペ
ン
チ
ン
、
神
経

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

た
対
処
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

重
症
化
し
て
入
院
治
療
が
必
要

に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
帯
状
疱
疹
を
発
症
し

た
と
き
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
こ
と
の
な
い
人
と
接
触
す
る

と
、
そ
の
人
が
水
疱
瘡
を
発
症

す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
特

に
乳
幼
児
は
水
疱
瘡
の
ワ
ク
チ

ン
歴
が
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、

接
触
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

特
に
過
去
に
水
疱
瘡
に
罹
っ

た
こ
と
が
な
い
人
は
、
乳
幼
児

で
あ
れ
、
成
人
で
あ
っ
て
も
接

触
す
れ
ば
発
症
す
る
危
険
性
が

な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

 

上
皇
后
の
美
智
子
様
が
帯
状

疱
疹
を
発
症
し
て
療
養
し
て
い

る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
時
々
流

れ
る
よ
う
に
、
帯
状
疱
疹
は
体

調
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
、
何
回

で
も
発
症
す
る
よ
う
で
す
が
、 

予
防
す
る
方
法
は
残
念
な
が
ら

な
い
よ
う
で
す
。
疲
れ
を
溜
め

な
い
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

な
い
こ
と
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

現
代
人
に
と
っ
て
は
難
し
い
こ

と
で
す
ね
。 

【
参
考
資
料
】 
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No173 健康がいちばん !   

帯状疱疹はウイルスが原因 

初めての感染の時は水疱瘡に 
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王
子
タ
ッ
ク
株
式
会
社
（
社

長
・
景
山
高
介
、
本
社
・
東
京

都

中

央

区

銀

座

五

の

十

二

の

八
）
は
、 

か
ね
て
よ
り
展
示
会

等
で
参
考
出
品
し
て
い
た
「
環

境
対
応
フ
ィ
ル
ム 

タ
ッ
ク
」
に

つ

い

て

「

E
c
o

 
M

a
r
in

e
 

T
a

c
T

M

」
の
製
品
名
で
昨
年
十 

 
 

 
 

月

よ

り

さ 

ン

プ

ル

提

供

を

開

始

し
ま

し

た

。 

E
c
o

 
a

r
in

e
 

T
a

c
T

M

」
で

使

用

す

る

表

面

基

材

は
、
焼
却
時

の

二

酸

化 

炭

素

排

出

量

抑

制

の

た

め

に

バ

イ

オ

マ

ス

原

料

で

あ

る

こ

と

に

加
え
、
化
石

由
来
の
プ 

 

   

   

ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋
汚
染

問
題
や
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
問 

題
を
見
据
え
、
土
壌
や
海

洋
で
も
自
然
分
解
し
易
い
バ
イ

オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
採
用 

 

 

    

   

し
、
ま
た
、
粘
着
剤
に
は
そ
の

分
解
性
を
阻
害
し
に
く
い
独
自

の 

特
殊
粘
着
剤
を
使
用
し
て

お
り
ま
す
。
白
色
タ
イ
プ
、
透

明
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。 

 

特
徴
と
し
て
は
、 

①
自
然
分
解
し
や
す
い
バ
イ
オ

マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
表
面
基

材
に
使
用
し
環
境
へ
配
慮
致
し

ま
し
た
。 

②
Ｐ
Ｅ
Ｔ
タ
ッ
ク
や
Ｏ
Ｐ
Ｐ
タ

ッ
ク
と
同
等
の
印
刷
適
性
を
有

し
て
い
ま
す
。 

 

③
一
般
的
な
紙
タ
ッ
ク
と
比
較

し
優
れ
た
耐
水
性
を
有
し
て
い

ま
す
。 

 

④
表
面
基
材
の
分
解
性
に
阻
害

影
響
が
少
な
い
特
殊
粘
着
剤
を

使
用
し
て
い
ま
す
。 

⑤
環
境
省
が
行
っ
て
い
る
「
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
」
問
題

解
決
へ
の 

 
取
り
組
み
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

ス
マ
ー
ト
」
の
登
録
製
品
で
す
。 

こ

の

他

に

も

自

然

分

解

し

や
す
い(

生
分
解
し
や
す
い)
バ

イ
オ
フ
ィ
ル
ム
の
オ
ー
バ
ー
ラ

ミ

用

「

エ
コ

マ

リ

ン

タ

ッ

ク 

オ
ー
バ
ー
ラ
ミ
」
も
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
も
自
然
分
解
し
や
す
い
材 

  

料
を
使
っ
た
環
境
に
や
さ
し
い

王
子
タ
ッ
ク
の
ラ
ベ
ル
用
オ
ー

バ
ー
ラ
ミ
で
す
。
焼
却
時
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
抑
制
の
た
め

バ
イ
オ
マ
ス
原
料
を
使
用
。 

 

特
徴
と
し
て
は 

◆
表
面
基
材
に
は
、
自
然
分
解

し
や
す
い
バ
イ
オ
マ
ス
フ
ィ
ル

ム
を
使
用
。 

◆
表
面
基
材
の
分
解
を
阻
害
し

に
く
い
特
殊
粘
着
剤
を
使
用 

◆P
E

T

、P
P

材
質
の
オ
ー
バ

ー
ラ
ミ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
代
替

可
能
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化
を

図
る
。 

◆
環
境
対
応
し
て
い
る

P
O

P

用
紙
ラ
ベ
ル
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ミ

と
し
て
最
適
。 

◆
意
匠
性(

艶
感)

を
向
上
さ
せ
、

表
面
擦
過
性
・
耐
水
性
の
補
強

が
可
能
。 

◆
海
洋
分
解
し
や
す
い
オ
ー
バ

ー
ラ
ミ
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て

「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
」

削
減
に
貢
献
。 

◆
環
境
省
が
行
っ
て
い
る
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
マ
ー
ト
登
録
製

品 

な
ど
。 

   

        
 

                       

第
一
八
三
回 

「
王 

子 

タ 

ッ 

ク
」 

 
 

な 

る 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 
環境対応フィルムタック 

「Eco Marine Tac TM」をサンプル提供 


